
 

今年の残暑は厳しいですね。でも、お彼岸を過ぎてからようやく秋の気配

が感じられるようになってきました。ご存知のとおり、このところコロナだ

けでなくインフルエンザも流行っています。感染症対策や健康管理に留意し

ながら、行事が盛り沢山な２学期の教育活動を円滑に進めていきたいと思っ

ています。今学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

通学バス置き去り防止を支援する安全装置について 

夏季休業期間中に、府立支援学校のすべての通学バスに「置き去り防止を支援する安全装置」

が設置されました。朝、学校に到着して児童生徒が降車した後と、下校便ですべての児童生徒が

降車してバス車庫に到着した時に、通学バス乗務員が次のような手順で確認作業を行います。 

 

①全児童生徒が降車した後、エンジンを停止して安全装置を作動させる。車内に確認作業を 

促すメロディ音が流れる。 

②車内の全座席に誰も残っていないことを確認する。確認完了後、車体後部の「確認ボタン」 

を押す。確認を怠る、あるいは確認したのに「確認ボタン」押さずにいると、車外に向けて 

断続的に警告音が鳴る。 

 ③確認が完了したことを、登校時は教職員に、下校時はバス会社に報告する。 

 

この安全装置は、あくまでも降車確認のヒューマンエラーを防ぐための補助的な装置ですので

今後も通学バス運行委託事業者と連携し、確実な降車確認に努めてまいります。 

 

後期児童生徒会役員選挙 

９月 22 日（金）に後期児童生徒会役員選挙を行いました。コロナ禍以来ずっと zoom で行って

いた演説・投票会を、今回は体育館での集合形式にして、みんなで各候補者の演説動画を視聴し

ました。どの候補者もアピール度の高い動画で、みんな熱心に見入っていました。 

その後の投票では、18 歳からの選挙権を見据えて高等部生徒は本格的な投票スタイル、つまり

国会議員等の選挙の投票と同じような方法で投票しました。選挙結果については後日、児童生徒

会からお知らせします。 

 

近畿音楽教育研究会 大阪大会について 

「近畿音楽教育研究会」という音楽科の教科研究会があり、毎年度、近畿２府４県で順番に研究

大会を行っています。今年度は大阪府教育委員会の後援のもと、11 月 10 日に大阪で開催します。

そして、支援学校部会として本校の高等部 AB１グループの音楽の授業で公開研究授業を行いま

す。ついては当日、他府県や大阪府内の支援学校の教員数名が、当該授業の参観に来校する予定

です。授業力向上の取り組みとしてご理解くださいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
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